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福岡環境整備株式会社

はじめに

空きびん・ペットボトルの収集風景

粗大ごみの収集風景 夜間部の出発風景

不燃物の収集風景

私たちは福岡市から委託を受けて家庭から出される不燃性ごみ及び空きびん・ペットボトル、
粗大ごみの収集運搬業務を行っている会社です。
不燃性ごみ及び空きびん・ペットボトルについては政令都市としては全国的にめずらしい夜間に、
粗大ごみについては昼間に収集業務を行っております。

本業務を行う上で有効なツールであるエコアクション21については、2009年度に本社および
東営業所、2010年度に西営業所、松島営業所も中期計画通り2013年7月に全社認証・取得する
事ができました。

当社も環境関連事業を担う事業者としてエコアクション21を通し、二酸化炭素排出量の削減や
環境に配慮した運営を今後も継続して参ります。

最後になりますが、全社員一丸となり取り組んだ二酸化炭素排出量の削減などの実績や評価等、
最後まで見て頂ければ幸いです。

                           福岡環境整備株式会社
代表取締役社長 川鍋 秀征
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『未来に残そう より良い地球環境』

【基 本 理 念】

私たちは、家庭系一般廃棄物の燃えないごみ・空きびん・ペットボトル
及び粗大ごみの収集運搬業務を通じて、上記のスローガンの実現に努め
循環型社会による美しい町づくりに貢献し、美しい地球環境を保全していきます。

【基 本 方 針】

福岡環境整備株式会社は事業活動の推進により、以下の項目を重点課題として
環境経営の継続的改善に取り組みます。

（１）燃料・電気使用量の節減による二酸化炭素排出量の削減をします。

（２） 水・紙の使用量の節減による省資源の推進をします。

（３） 廃棄物排出量の削減をします。

（４） 周辺住民の生活環境に配慮した管理運営を行います。

（５）高い交通安全意識の維持と事故の抑止に取組みます。

（６） 事業活動に関わる環境関連法規を遵守します。

（７） 環境活動レポートの作成・公表をします。

（８） グリーン購入の推進に努めます。

（９） この基本方針を全従業員に周知し、教育・啓発を行い、その達成に努めます。

制定日 2008年11月1日
  改定日 2022年5月23日

  代表取締役社長 川鍋 秀征

福岡環境整備株式会社

環境方針
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【1】事業者名および代表者名
福岡環境整備株式会社

                代表者氏名 代表取締役社長 川鍋 秀征
【2】所在地

（本社）福岡市博多区堅粕5丁目6番27号（従業員数12名）
TEL 092－481－8868 FAX 092－481－8847

【3】事業内容
（対象活動） 一般廃棄物収集運搬業務

【4】委託内容    
（委託番号） 福岡市委託第３７号
（委託期間） 2022年4月から2023年3月まで

【5】設立年月日
1971年９月１日

【6】資本金
2,505万円

【7】従業員数
154名

【8】各営業所
東営業所

所在地 福岡市東区箱崎ふ頭４丁目５番３９号
TEL 092－643－8834 FAX 092－643－8835
従業員数 71名

 車両台数 パッカー車 22台（軽油） 軽車両（ガソリン） 5台

西営業所

所在地 福岡市西区学園通１丁目2438番地
TEL 092－806－7149 FAX 092－807－7249
従業員数 52名

 車両台数 パッカー車 16台（軽油） 軽車両（ガソリン） 3台

松島営業所

所在地 福岡市東区松島３丁目１０番１２号
TEL 092－624－6178 FAX 092－624－6179
従業員 19名

                車両台数 パッカー車 5台（LPG） 平ボディー車（軽油）  4台
軽車両（ガソリン） 2台

福岡環境整備株式会社

組織の概要
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単位 2020年度
（20.4～21.3）

2021年度
（21.4～22.3）

2022年度
（22.4～23.3）

受託した
ごみの

収集運搬量
t

不燃物 15,182 不燃物 14,409 不燃物 12,092

空きびん・
ペッボトル 10,555 空きびん・

ペッボトル 9,079 空きびん・
ペッボトル 8,324

粗大ゴミ 1,179 粗大ゴミ 1,172 粗大ゴミ 1,133

合計 26,916 合計 24,662 合計 21,549

従業員 人 153 153 154

床面積 ㎡ 4,629 4,629 4,629

売上高 百万円 福岡市との
契約による

福岡市との
契約による

福岡市との
契約による

環境管理責任者 ： 総務部長 坂井 学
連 絡 先 ： TEL  092-481-8868     FAX  092-481-8847

 E-mail:m-sakai@f-kankyou.co.jp

実行担当責任者  : 総務部  本 育美
連 絡 先 ： TEL  092-481-8868     FAX  092-481-8847

 E-mail:i-moto@f-kankyou.co.jp

福岡環境整備株式会社

事業の規模

環境管理責任者及び担当者連絡先
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福岡環境整備株式会社

組織図・実施体制
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代表取締役社長

環境管理責任者

環境管理推進チーム
本社業務部
各営業所所長

EA21委員会

東営業所
統括責任者
実行責任者

西営業所
統括責任者
実行責任者

松島営業所
統括責任者
実行責任者

本社
実行責任者

相互内部監査

エコアクション21の対象範囲は全組織・全活動で、全社的な実施体制の中で環境への取組を推進しています。

役割
・全体の見直し評価の実施
・環境管理責任者の任命
・環境方針の制定
・最高決定責任者

役割
・環境経営システムを運用し代表者への報告
・関連法規制等の確認
・環境文書の制定責任者
・環境方針以外の環境文書の制改定責任者

役割
・環境マネージメントの構築
・教育及び訓練の計画
・環境管理推進チームの指導
・審議・決定機関
・取組状況の確認・評価
・問題点の是正処置検討

役割
・環境管理責任者の補佐
・職場での教育と訓練計画責任者
・営業所の統括責任者



統括責任者

実行責任者の任命

実施体制の把握と見直しの評価

水資源削減担当

削減責任者

洗車時の
節水徹底担当
洗車後の蛇口を確認する

入浴時節水担当

こまめに蛇口を閉る

水道メーター
チェック担当

使用量を表に記入

風呂清掃担当

残り湯を使う

消費電力化石燃料
削減担当

削減責任者

エアコン設定温度
担当

室温のチェック

不在時の各部屋の
消灯確認担当

消灯を確認

OA機器等節電担当

不使用時電源を切る

電気メーター
チェック担当

使用量を表に記入

仕業点検後のエンジ
ンカット担当

エンジンカット確認

廃棄物削減担当

削減責任者

紙リサイクル
担当

分別徹底の確認

裏紙使用担当

使用状況を確認

排出量の
チェック担当

計量し表へ記入

交通安全担当

実施責任者

安全委員会実施

安全責任者

エコ運転担当

実態確認

実行責任者

責任者の任命

取り組み状況の確認

内部監査実施瀬金車

緊急事態訓練責任者

福岡環境整備株式会社
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各営業所では、統括責任者の元、皆がエコアクション21の活動に参加できる体制づくりに努めています。
各担当者は2～3年で交代し、最終的には全従業員が幅広く活動に参加できるよう配慮しています。



福岡環境整備（株）のSDGsへの取り組み

SDGs  とは、「持続可能な開発⽬標（Sustainable  Development 
Goals）」のことです。社会が抱える問題を解決し、世界全体で 2030 年
を⽬指して明るい未来を作るための 17 のゴールと 169 のター ゲットで
構成されています。

本年度より福岡環境整備（株）でもSDGsの取り組みに賛同し、家庭ご
みの収集運搬業務を通じて、持続可能な社会の実現へ貢献していきます。

6



 政令都市で唯一、家庭ごみの夜間収集
を実施しています。（全市域実施）

当社が行う家庭ごみ収集（不燃物、空きびん・ペットボトル）について、
福岡市では夜間収集を実施しています。夜間にごみを収集することで、
以下のようなメリットがあります。

• 街の美観に貢献する

夜間にごみを収集することで朝にはごみが１つもない美しい街づくりに
貢献し、住み続けられるまちづくりをサポートしていきます。

• 交通渋滞を回避する

夜間に収集を行うことで日中の交通渋滞を避けることができ、車両から
の二酸化炭素排出量を削減することができます。

• 防犯・防災につながる

福岡市では夜間収集に加えて戸別収集も行っておりますので、街の隅々
まで作業車が夜間に巡回することにより、防犯・防災に役立っています。
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分野 取組内容 取組の対象 ゴール

エネルギー 使用量削減 省エネ 節電

資源 使用量削減 節約 コピー用紙
電子媒体利用

廃棄物
発生量削減 一般廃棄物

３R リターナブル容器

大気 CO2排出量削減 エコドライブ

水 使用量削減 水道使用量 節水
循環利用

生物多様性

事業所・社有地での
生物多様性 緑化

環境教育 社員教育 啓発

製品 原材料 グリーン購入

雇用
条件

高齢者雇用
障害者雇用
育児 介護

環境 福利厚生 研修制度

社会・地域

貢献 防犯 寄付

配慮 景観 騒音

SDGsとの紐づけ表（福岡環境整備株式会社）
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環境活動計画に基づき実施した環境への取り組み

福岡環境整備株式会社

皆が節電意識
をもって活動
しています。

まずは分別の
徹底から。

節電活動

弊社では、環境目標を達成するため、各営業所で環境に配慮した様々な取り組みを行っています。
今回はその一部をご紹介させていただきます。

終業時には、各自のパソコン
の電源が落ちているか担当者
が確認しています。（東）

エアコンや電源スイッチには
担当者を記載し、節電への意識
をより高めてもらう工夫をして
います。（西）

廃棄物について、分別BOX
を設置しています。
廃棄物の削減につながって
います。（東）

裏紙専用のBOXを設置し、
紙の使用量の削減につなげ
ています。（東）

9

廃棄物削減



福岡環境整備株式会社

限りある資源
を大切にして

います。

今日もご安全に。

節水活動

交通安全への取り組み

節水を呼びかける案内を各場
所へ設置しています。（西）

洗車場では節水ホースを使い、
無駄な水の使用が無いよう努
めています。（東）

営業所ごとに交通事故防止
コンクールに参加し、毎年
賞をいただいています。

各営業所で出庫前は必ず
安全唱和を行っています。

各営業所で毎年安全標語
と啓発ポスターを作成し、
交通安全への取り組みを
行っています。
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営業所周辺の
清掃を、皆で
協力して毎年
行っています。

「清掃後」
きれいになりました。

会社周辺もきれいにお掃除。

東営業所

地域貢献活動

福岡環境整備株式会社
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「清掃前」
草がたくさんです。

松島営業所

2022.10.11 2022.10.11

2022.10.11



その他の環境活動実績

福岡環境整備株式会社
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福岡市が推進する「一人一花運動」に協賛し、また営業
所にも花を植えて、街の景観に貢献する活動を推進して
います。

大博通り、呉服町交差点西側の花壇に
協賛しています。

本社花壇にも花を植えています。



環境目標項目 単位 基準値
（2021年度実績）

2022年度 2023年度 2024年度

1
二酸化炭素排出量の削減 kg‐CO2/t※ 25.37 25.12

（1%削減）
25.12

（1%削減）
25.12

（1%削減）

2
可燃ごみ排出量の削減 kg 2,021 2,001

（1%削減）
2,001

（1%削減）
2,001

（1%削減）

3
水使用量の削減 ㎥ 2,011 1,991

（1%削減）
1,991

（1%削減）
1,991

（1%削減）

4
周辺住民への地域貢献

（周辺の草引き・掃除等） 回数 ― 営業所毎
に目標値設定

営業所毎
に目標値設定

営業所毎
に目標値設定

5

高い交通安全意識の維時と
事故の抑止

（交通事故防止コンクールへの参加）

回数 ― 営業所毎
に目標値設定

営業所毎
に目標値設定

営業所毎
に目標値設定

・2022年度より基準値を2021年度実績値へ変更しています。
・※搬入トン数当たり

  ・二酸化炭素の購入電力CO2排出係数は、九州電力（株）の2021年度調整後排出係数（0.391kg- CO2/kWh）を用いました。
・（ ）は基準値に対する増減率を示しています。
・化学物質については、事業活動での使用がないため、目標から除外しました。

福岡環境整備株式会社

環境目標（全社）

環境目標は、2021年度実績を基準に2022年度からの3ケ年目標としています。

主要3負荷（二酸化炭素排出量、可燃ごみ排出量、水使用量）について、二酸化炭素排出量は
原単位1%削減の維持、その他の負荷については総量での1％削減の維持、また事業活動で使用
する収集運搬車両（作業車）に対しては、交通事故防止コンクールへの参加を目標としました。
環境方針に掲げた重点課題に対応するため、上記の5項目について環境目標を設定し、環境への
取組の評価を行いました。

環境目標について
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福岡環境整備株式会社

環境目標の達成状況とその評価結果

環境目標 単位 目標 実績 目標
達成率

達成
状況

1 二酸化炭素排出量の１％削減 kg-CO₂/t 25.12 27.97 90% △

2 可燃ごみ排出量の１％削減 kg 2,001 1,856 108% 〇

3 水使用量の1%削減 ㎥ 1,991 2,867 69％ ×

4 周辺住民への地域貢献
（周辺道路の清掃等） 回数 営業所毎

目標値設定 実施 ― 〇

5
高い交通安全意識の維時と事故の抑止
（交通事故防止コンクールへの参加） 回数 営業所毎

目標値設定 実施 ― 〇

※達成状況の判定 ○：達成率≧100％ △：100 ％ ＞達成率≧70 ％ ×：達成率＜70 ％ ―:評価できない
＊達成率＝（実績÷目標）×100

・二酸化炭素排出量原単位（実績値）＝二酸化炭素総排出量（591,783 kg-CO2）／家庭ごみ収集量（21,548 ｔ）

二酸化炭素排出量削減について、コロナ対策より現場に出る時間が早まったことや搬入台数
の増加に伴い軽油・ガソリン使用量が増加し削減目標が達成できなかったので、作業車のアイ
ドリングストップや待機時間の縮小などの対策に再度取り組んで目標が達成できるように努め
てまいります。

可燃ごみ排出量の削減について、大幅に目標を達成することができました。リサイクルBOX
設置による分別の徹底やコピー用紙の裏紙使用各自が意識を持ち徹底されている結果として出
たようです。今後も継続してまいります。

水使用量の削減について、コロナウイルス感染防止の為、入浴を中止していた年度が基準年
度になり、目標を達成できませんでした。中止していた入浴を開始したり、水漏れがあったり
など実績も多くなってしまいました。目標数値が厳しくなりましたが、今後も節水に心掛けて
削減に取り組んでまいります。

周辺住民への地域貢献について、各営業所それぞれ目標を達成できておりますので今後も
継続してまいります。

高い交通安全意識の維持と事故の抑止について、今年度も全営業所において福岡県安全運転
管理協議会が行う年末年始交通事故防止コンクールへの参加ができました。今後も安全を徹底
した作業を行ってまいります。

環境管理責任者

評価コメント
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福岡環境整備株式会社

当社の事業活動に伴う環境負荷特性

1. 二酸化炭素排出量（項目別）

15

二酸化炭素排出量（kg-CO₂）

本社 東
営業所

西
営業所

松島
営業所 全社 割合

購入電力 12,580 17,096 20,870 9,285 59,831 10%
割合 21% 29% 35% 16% 100%

灯油 0 0 3,484 0 3,484 １%
割合 0% 0% 100% 0% 100%

LPG 0 0 0 32,777 32,777 ６%
割合 0% 0% 0% 100% 100%

ガソリン 0 13,196 13,087 191 26,475 4%
割合 0% 50% 49% 1% 100%

軽油 0 270,269 182,829 16,120 469,219 79%
割合 0% 58% 39% 3% 100%

合計 12,580 300,561 220,270 58,373 591,784 100%
割合 2% 51% 37% 10% 100%

環境への負荷の状況について
2022年度の主要3負荷（二酸化炭素排出量、可燃ごみ排出量、水使用量）の排出状況を示しました。
当社の環境負荷特性は、事業活動で使用する収集運搬車両の燃料使用による二酸化炭素排出量が全

体の80%以上を占めていることであり、これを踏まえて環境負荷削減に資するよう、エコドライブの
実施、また高い交通安全意識の維持による環境への配慮を環境目標として設定しています。

購入電力

9%

灯油

1% LPG
6%
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5%

軽油

80%

二酸化炭素排出量の項目別割合

0

200,000

400,000

600,000

800,000

2020年度 2021年度 2022年度

二酸化炭素排出量の推移

本社 東 西 松島
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※電力の二酸化炭素排出係数は九州電力の2021年の調整後排出後係数 0.391㎏-/ CO₂ kWhを使用した。
それ以前は0.347 ㎏-/ CO₂ kWhを使用。



2. 可燃ごみ排出量（kg）

3. 水使用量(㎥)

廃棄物排出量（kg）

本社 東
営業所

西
営業所

松島
営業所 全社

可燃ごみ 253 651 387 564 1,855

割合 14％ 35％ 21％ 30％ 100％

福岡環境整備株式会社

16

使用実績（㎥）

本社 東
営業所

西
営業所

松島
営業所 全社

上水 64 1,051 1,239 513 2,867

割合 2％ 37％ 43％ 18％ 100%
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福岡環境整備株式会社
実施状況の判定 ○：実行できている ×：実行できていない －：該当しない（判定できない）
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取組目標 活動項目 本社 東 西 松島 全社 実施状況の評価

1 二酸化炭素排出量の
削減

①電気使
用量の削

減

1 エアコンの設定温度を定め実行する ○ ○ ○ ○ ○

各営業所とも取組内容は実施で
きています。次年度以降はこの
取組が更なる節電へ繋がるよう
計画を見直していきます。

2 クールビズ・ウォームビズの導入 ○ ‐ ‐ ‐ ○

3 エレベータの使用を最小限にする ○ ‐ ‐ ‐ ○

4 休憩時間等の消灯およびPC待機時間の短縮 ○ ○ ○ ○ ○

5
電気メーターをチェック し使用量を表に記
入する。 ○ ○ ○ ○ ○

②灯油の
削減

1
入浴の時間帯を短縮する。
（終礼後の入浴を控える。） ‐ ○ ○ ○ ○

各々が節約を心がけ、化石燃料
についてボイラーの温度調節や
時間短縮を行っています。

2 入浴後、ボイラーの電源を止める。 ‐ ○ ○ ○ ○

3
ガスメーターをチェックし表記入する

‐ ○ ○ ○ ○

③ガソリ
ン・軽油
の削減

1
始業点検後のエンジンカットを徹底

‐ ○ ○ ○ ○ 待機時間のエンジンカット等二
酸化炭素排出量の削減に向けた
活動を今後も継続してまいりま
す。

2
エコ運転の実態を確認し技術の向上を図る。
（エコドライブの実施。） ‐ ○ ○ ○ ○

2 廃棄物排出量の削減

1 リサイクルを徹底し単純焼却ゴミを減らす ○ ○ ○ ○ ○ 廃棄物の分別も徹底されていま
す。今後は雑紙分別が増えるの
で更なる単純焼却ゴミの削減に
努めてまいります。

2 コピー用紙の裏紙使用 ○ ○ ○ ○ ○

4 廃棄物量を量り記録表に記入する ○ ○ ○ ○ ○

3 水使用量の削減

1 洗車時の節水を徹底する ‐ ○ ○ ○ ○
毎月の使用量のチェックもでき
ており、節水を意識した活動が
できています。今後も継続して
まいります。

2 水道メーターをチェック し使用量を表に記
入 ‐ ○ ○ ○ ○

3 入浴時の節水を徹底する ‐ ○ ○ ○ ○

4 周辺住民への
地域貢献

1 周辺道路の清掃を実施する。 ○ ○ ○ ○ ○
定期的に実施できていますので、
今後も継続してまいります。

献血による地域貢献 ‐ ‐ ‐ ○ ○

5 高い交通安全意識の維時と
事故の抑止

1 交通事故防止コンクールへの参加 ‐ 〇 〇 〇 〇

安全に作業ができるように各自
高い意識をもって取り組んでい
ます。

2 出社時のアルコールチェック 〇 〇 〇 〇 〇
3 福岡市の認知症高齢者捜してメールへの協

力（高齢者を守る運転の励行） ‐ 〇 〇 〇 〇
4 安全啓発ポスターの作成 ‐ 〇 〇 〇 〇
5 エコ運転指導表を定期的に配布。（重複） ‐ 〇 〇 〇 〇

環境活動計画の実施状況とその評価結果及び次年度の取組



福岡環境整備株式会社

環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果
並びに違反、訴訟等の有無

法律・条令・規制 適用対象 適用条項
本

社

東 西 松

島

全

社

廃棄物の処理および
清掃に関する法律

（廃掃法）

一般家庭ごみの収集
運搬

令第3条・4条
一般廃棄物の収集・運搬・
処分等の基準 ー ○ ○ ○ ○

施行規則第2条
一般廃棄物の許可を要しない者 ー ○ ○ ○ ○

産業廃棄物処理
（グリストラップ

清掃）

法第11条「事業者及び地方公共団体の処理」
法第12条「事業者の処理」 ○ ー ー ー ○

法第12条の5産業廃棄物管理票
○ ○ ○ ○ ○

令第6条の2
事業者の産業廃棄物の運搬
処分等の委託基準 ー ○ ○ ○ ○

施行規則第8条の20・21・26・27管理票に関
する条項 ー ○ ○ ○ ○

一般廃棄物の処理
法第6条の2・令第4条の4
一般廃棄物の処理・運搬、処分等の
委託基準

ー ○ ○ ○ ○

水質汚濁防止法 貯油施設 法14条の2
ー ○ ○ ○ ○

下水道法

除外施設の設置法 法第12条の11
ー ○ ○ ○ ○

油水分離装置の設置 福岡市下水道条例施行規則第3条
○ ○ ○ ○ ○

フロン排出抑制法 簡易定期点検 法第16条,法第41条,法第74条
ー ○ ○ ○ ○

道路交通法 使用者の義務

第74条1～3項・法第74条の3第1.2.3.5項・法
第75条１項
法第120条第1項11号の3
法第121条第1項9号の2
法第123条・第9条の10

ー ○ ○ ○ ○

環境関連法規の遵守状況は2023年4月1日に確認した結果、違反はありませんでした。
また、関係当局より違反等の指摘・訴訟および外部からの苦情は過去３年間ありませんでした。

18

備考）確認結果判定区分 〇：遵守 ×：非遵守 ー：該当なし



福岡環境整備株式会社

代表者の評価と見直し

評価

環境経営システムが
有効に機能しているか

2022年度については、すこしづつですがコロナ前の業態に戻す
よう務めておりました。しかし実際は人を多く集めての活動が
難しい状況が続き、環境経営がすすめにくい状況でした。
2023年度についてはさらに業態の健全化をさらに押しすすめ、
環境目標達成へ進んでいきたいと考えています。

環境への取組は適切に
実施されているか

各サイトの設備更新を行い、これまでと活動内容が変わった関係
ですべての目標が達成とはなりませんでした。
ただコロナ禍ではありますが取組としては有効に機能していると
考えておりますので、脱炭素社会の構築へ向けて、会社としてや
れることを着実に実行してまいります。

次年度の環境目標
環境経営計画について、担当者の入れ替えを行い会社全体での取
り組みを引き続き行ってまいります。また、環境経営目標につい
ては、引き続き１％の削減を達成できるよう活動してまいります。

福岡環境整備株式会社
代表取締役社長 川鍋 秀征
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おわりに

福岡環境整備株式会社の環境活動レポートを最後までご覧いただき誠にありがとう
ござ いました。
これからも、より良い地球環境を未来に残すため、家族や知人、多くの人に環境活動
の輪を広げる運動を心がけます。

（制作） 環境管理推進チーム

本社
2009年認証・取得

松島営業所
2013年認証・取得

西営業所
2010年認証・取得

東営業所
2009年認証・取得

福岡環境整備株式会社

東営業所
2009年認証・取得

西営業所
2010年認証・取得

本社
2009年認証・取得
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